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募集・選考スケジュール (詳細は後日HPで公開)

募集開始 4月７日(火)

募集締切 5月26日(火)正午

書類選考結果の通知 7月上旬～7月下旬

面接選考会
7月中旬～8月上旬
※オンラインで実施

採択課題の発表 9月下旬

研究開始 10月以降
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募集に関するお問い合わせ：rp-info@jst.go.jp



研究期間と研究費

※採択にあたっては研究費の調整を行う場合がありますので、予めご了承ください。
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研究期間 原則３年半

上限 合計4,000万円 (直接経費) 研究費



戦略目標

「拡張五感と認知」
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令和８年度 戦略目標

戦略目標の概要

• 感覚を認識・模倣・拡張する革新的技術を創出し、「感覚を拡張し、人の 体験を豊かにする」
ことの深化を目指します。

• 具体的には、以下の達成を目指します。

 （1）感覚の生体内メカニズム解明 

感覚領域における、未解明な分子メカニズム、感覚刺激の個体への影響等

 （2）次世代 UI (user interface)・デバイス等技術の実用化に向けた応用研究
感覚情報の模倣・拡張やシェアリングのための次世代 UI・デバイス開発等

 
（3）「人間らしい」感覚創出のための基盤技術開発
感覚フィードバックデバイスや感覚を認識するロボティクス等の開発
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戦略目標



背景

7

• ２０２１年、温度と触覚の受容体発見にノーベル生理学医学賞が授与されました。

• 日本は味覚・嗅覚・触覚・痛覚などの分野で強みと実績を有しています。

• 基礎研究の知見を人間の生活を豊かにする技術へとつなげることを目指し、工学・ロボティク

ス等と連携した戦略的研究の推進が期待されます。

• 各感覚器の特殊性や物理的、化学的な刺激の種類、基本的な情報処理メカニズムの違い、

さらに感覚間における受容体の物性の違いなどによる研究進度の違いがあります。

• 基礎研究が遅れている感覚では、その外界刺激感知メカニズムの解明を目指します。

私たちは、常に外界刺激を何らかの形で感知し、その情報を統合して、その外界刺激に適応して生
きています。つまり、外界刺激の感知と適応なしに私たちの生存はなりたちません。



領域概要

• 生物が生体外の刺激を感知し、必要に応じて生存のための適切な対応をとるために必須

の機能である感覚機能のメカニズムを理解し、その機能を模倣・拡張・伝達する基盤技術

の確立を目指します。

• 痛覚・味覚・嗅覚など客観的評価が難しく分子メカニズムの解明が遅れている感覚につい

て、基礎研究を推進し、感覚模倣・伝達技術や応用研究へと展開することを目指します。

• 本研究領域の推進は、生物学研究と物理工学研究の融合によって初めて成し遂げられる

ものであり、数理科学・計算科学といった多様なアプローチも取り入れながら、「人間らしさ

とは何か」という根源的問いに迫ることを目指します。
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領域名称 外界刺激の感知機構の理解と革新的拡張技術創出 (外界刺激感知)

概要



対象とする研究分野・テーマ
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生体内の感知機構解明

感覚の本質
を追求

・五感(聴覚、視覚、触覚、味覚、嗅覚)

・固有感覚、前庭覚（平衡感覚）

・体性感覚（温覚、痛覚、圧覚）、深部体性感覚

・磁気感覚、時間感覚
など

「人間らしい」感覚創出のための基盤技術開発

・感覚情報の模倣・拡張・伝達のための次世代
ユーザーインターフェースの基盤開発

・仮想現実 (VR)、拡張現実 (AR)の技術開発

・感覚フィードバックデバイスや感覚を認識する
ロボティクス等の開発

など



想定する研究課題例(１)

１.  物理・化学刺激の受容・変換に関わる分子機構の解明

２.  末梢感覚系における情報処理・符号化原理の理解

３.  末梢系の感覚における振動を機械受容体に伝達するまでの力学的構造の解明

４.  不安定な受容体タンパク質の同定のための構造解析やイメージングによる機能解析

５.  味覚分野における「おいしさ」を定量化・数値化して扱うための大規模言語モデルを用いた解析

６.  触覚分野における感覚の感度の測定や数値化のための技術開発

など
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(１)生体内の感知機構解明

あくまで例であり、みなさんが「感覚」と考えるものを研究対象としてくださってかまいません。
私とアドバイザーの方々でそれを評価させていただきます。



１．臨場感・没入感のあるハプティクス技術への応用を目指した、感覚模倣技術の開発

２.  個体差に応じて感じる感覚の違いを識別するロボット開発

３.  触覚の質的情報と量的情報に応じた運動の変化をロボットへ実装するための技術開発

４.  音や光の刺激でにおいや味を再現する感覚認知を変換する技術開発

５.  皮膚感覚に適合した微細触覚提示ユーザーインターフェースの基盤技術開発

６.  温度受容体の応答特性に基づく、非侵襲的UIフィードバック手法の開発

など
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(２) 「人間らしい」感覚創出のための基盤技術開発

想定する研究課題例(２)

私の研究領域であれば、温度感受性受容体を身体の局所（組織・細胞）に強制発現させて、

温度刺激によってその組織・細胞の機能を人工的に制御することも含みます

あくまで例であり、みなさんが「人間らしい感覚創出」につながると考えるものを研究対象として
くださってかまいません。私とアドバイザーの方々でそれを評価させていただきます。



総括メッセージ
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・ 外界刺激感知メカニズムの解明を目指す研究でも歓迎しますが、その先に技
術創出等のアウトプットを念頭においてください。そして、そのことを申請書に
盛り込んでください。

・ 「さきがけ」は、個人研究なので、外界刺激感知メカニズムの解明と先端技術
応用の両方の研究を一人で行うことは難しいと思います。どちらかの研究でも
歓迎ですが、全体を見据えた研究提案をお願いします。また、「さきがけ」領域
内での共同研究で技術応用が進むなら、素晴らしいと思います。

・ 感覚メカニズム研究とその技術応用に関して、全く新しい尖った研究提案を
期待しています。



就任予定の領域アドバイザー
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氏名 所属・役職

青木 一洋 京都大学大学院生命科学研究科 教授

大城 理 滋慶医療科学大学医療科学部教授

田中 由浩(予定) 名古屋工業大学 大学院工業研究科 教授

樽野 陽幸(予定)
京都大学 大学院医学研究科 教授/
京都府立医科大学大学院医学研究科 教授

原田 慶恵 大阪大学 ヒューマン・メタバース疾患研究拠点 特任教授

日比野 浩 大阪大学大学院医学系研究科 教授

持丸 正明 産業技術総合研究所 フェロー

感覚情報処理分野の研究者

デバイス分野の研究者

神経生理学分野の研究者



研究総括：古川 貴久

大阪大学 蛋白質研究所 教授／副所長

感覚の理解と制御がつなぐ
生体システム操作

【感覚をつなぐ】



ご清聴ありがとうございました。

多数の研究提案をお待ちしています。
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